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Ｉ緒 言

学校体育の目標のひとつに，生涯体育の基礎を培う

ことが掲げられている．大学における一般学生を対象

とした体育実技の授業においても，生涯体育・スポー

ツへ繋がることをねらいとしていることはいうまでも

ない．これには，当然，運動技能や身体的側面だけで

はなく，精神的・心理的側面も関与している．

一般大学生を対象とした体育実技の授業における心

理的効果に関する従来の研究では，授業に対する態度

変容に関するものがかなり報告されている'｡)’8)２３）

小林'0)は，体育実技の授業に対する態度変容をもた

らす要因の中で感情の側面が最も基礎的な要因である

と述べている．一般に適度な身体運動によって，抑

諺，不安といった不快感情の低減，ストレスを解消し

心の安定や活性化を促進するといった精神的・心理的

効果があるといわれている2‘)．大学における体育実

技の授業の改善を検討する上で，このような身体連動

の効果の観点から，体育実技の授業について評価を試

み鳴ることは意義のあることであると考えられる．体育

実技の授業のような実践の場において行われる身体逆

動の心理的効果を明らかにするには，変数が多く，難

しい面はあるけれども，まずはその実態を把握してお

く必要があろう．そこでここでは，その手始めとし

て，体育実技の授業における不安水準の変動を取り上

げることにした．

Spielbergerら2'》が不安を緊張水準の一時的な変動

1）愛媛大学教育学部
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によって生じる不安水準である状態不安（State

Anxiety）と比較的安定した性格特性としての不安水

準である特性不安(TraitAnxiety)とに二分し,それぞ

れを質問紙法によって測定する検査22〉（State-Treit

AnxietyInventory，以降，ＳTAIと略記する.）を開発

した．それまでは，状態不安は，覚醒水準と関連する

ことから，覚醒水準を測定するために用いられてきた

生理的指標が状態不安の測定に利用されることが多

かった．MartensM)が指摘しているように，フィール

ド研究においては，この指標を用いることは難し

い．ＳTAIが開発されて以来，これが多方面で利用

されるようになってきている．スポーツの競技場

面においても状態不安の測定が容易に可能にな

り，STAＩを用いた研究がかなり行われるように

なってきている$)４)5)‘)‘)9)１１)１２)１７)２Ｓ）

身体連動と状態不安との関連を調べた研究には，短

期間の身体運動の一時的な効果を観察しようとするも

のと，比較的長期間の身体運動の継続による効果を

扱ったものがある．短期間の身体連動を扱った研究で

は，Bahrkeら2)の岐高心拍数の70％相当のスピード

で20分間トレッドミルを歩く運動負荷を荷した研究や

Bahrkel>の肢大心拍数の75％相当のスピードで20分

間トレッドミルを歩く運動負荷を荷したものがある．

いずれも運動後には，状態不安の低減が認められた．

またRaglinら'9)の研究においても同様の結果が得ら

れている．長期間の身体運動の効果についてMorgan

ら１６)は，一般的には特性不安の低減と関連している

と述べているが，Hilyerら7〕は，若い被験者を対象に

20週間にわたって体力トレーニングを実施し，特性不

１．”“"ｙＱ／皿測cα#わ〃,動j流ＦＵ施如e庵”，

Ｂ“Ayo-cAo，３，Ｍα妬”αma-sAi，EAjmg，〒790,

ＪαP”
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安だけではなく状態不安の低下をも観察している．こ

れと類似した結果をFolkinsも報告している．実際の

体育の授業において状態不安の測定を実施した研究に

は，宮田ら１s)のものがある．この研究では，女子学生

を対象に６日間の水泳実習中の状態不安の変動を観察

し，泳力などの要因による影響も含まれているが，実

習の肢終日の実習終了時には，実習期間中で最も低い

値を示したと報告している．

以上のように，短期，長期いずれの身体運動におい

ても状態不安の低減が認められることから，本研究に

おいては，状態不安を指標とし，実際の体育実技の授

業場面におけるその変動を観察することにした．なお

上述したように実践の場においては，多くの変数が介

在しておることから，運動・スポーツ経験と受講中の

体育実技の授業に対する感想等に関するアンケート調

査を加えて検討を試糸ることにした．

Ⅱ方法

１．調査対象：筆者が担当した本学教養部で開講し

た体育実技の授業の受講学生ｌ回生（３クラス）

123名であった．このうち資料として採用したのは，

すべての調査を受けた113名であった．

２．調査項目：

１）この授業に対する感想及び運動部経験等につい

てのアンケート

２）Spielbergerによって作成されたＳＴＡＩの清水

らによる日本語版20）

３．調査手順：調査の対象となった３クラスの教材

は，すべてバレーボールであった．授業のはじめに

まずアンケート調査を無記名で実施し，続いて

STAIを記名で実施した．アンケートとSTAＩの

データを対応させるために回収する際に，ＳＴＡＩの

用紙にアンケート用紙を挟んで提出させた．また授

業の終わりに再度ＳTAIの状態不安尺度の検査を実

施した．

さらに実技の授業との比較のために教室で講義形

式の授業を行った際にSTAIの状態不安尺度の検査

を実技の際と同様に授業時の前と後に実施した．

４．調査時期：1993年６月

Ⅲ結果

１．アンケートの結果について

（１）運動経験について（表１）

運動部等で活動した経験や日頃運動しているか

否かといった要因が体育実技の授業における状態

久保

不安の変動に影響するのではないかと推測された

ので，運動経験等についての質問を設けた．

運動部等で活動した経験を有する学生は，

75.2％で，高い割合を占めていた．しかし現在，

体育実技の授業以外には運動をしていない学生

は，全体の約半数も占めていた．これまでバレー

ボールを部活動で経験してきている者は16.8％で

あった．

(2)この授業に対する感想等について（表１）

この授業が「楽しい」と答えた学生は，71.7％

で，「楽しくない」と答えた者はいなかったこと

から，大部分の学生は，楽しい授業として受けと

めていた．

これまで体育実技の授業に対する懸想を求めた

際に，体育実技の授業で友人ができたという答え

をかなり得ていたことから，「この授業が友達作

りに役立ちましたか.」の質問を設けた．岐も多

かった答えは，「役立った」で54.0％，次いで「大

いに役立った」の36.3％であり，ほとんどの学生

にとって友人と知り合える機会になっているとい

える．

体育実技の授業における身体運動の心理的効果

に関連する質問である「この授業がストレスの解

消など精神面に役立ったと思いますか.｣の質問に

対して股も多かったのは,｢役立った」で47.7％で

あり，次いで「大いに役立った」の35.4％であっ

た．これらを合わせると８割以上を占め，受講学

生の大多数の者が精神面ないしは心理面で何らか

の効果を得ていると認識していた．

２．ＳＴＡＩの状態不安尺度得点とアンケート調査結

果との関係について

ＳTAIの状態不安尺度得点の男子と女子の平均値

をグラフに表したものが図１である．実技の授業の

前においては，男子の平均が39.0（ＤＳ＝8.7),女

子の平均が40.9(ＤＳ＝8.1)であった.講義形式の授

業の前における平均は，男子が40.1（ＳＤ＝8.3)，

女子が39.1（ＳＤ＝9.1）であった．授業の前の平均

においては，男子女子ともに実技と講義が近似した

値を示していた．清水ら2｡)の大学生を対象にした

データでは，平常時における男子の平均が43.67,

女子の平均が42.25であり，これに比べて，ここで

の値は男子女子ともにやや低い傾向にある．

実技の授業においては，授業の終わりに低い値に

変化し，男子の平均は35.3（ＤＳ＝7.8)，女子は

36.8（ＤＳ＝7.9）であった．この授業の前と後の平

均の差は，男子が１％水準で，女子が５％水準でそ



7７

表１．体育実技の受講学生に対するアンケートの結果

幸=亭

色＝４－＝一ロー■■■ローローローーロー－－－０

.~?一…~~~…~~~~~~~：－←男子（82名）
：。-口-．女子（3,名）

図１男子と女子における実技と講義（各前と後）の状態不安得点の平均
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実技

れぞれ有意であった．これに対し講義形式の授業後

においては，男子の平均が39.3（ＳＤ＝8.6)，女子

の平均が39.5（ＳＤ＝9.3）と，授業前とほとんど変

動せず，実技の際のような状態不安の低減傾向は認

められなかった（図１）．

運動部での活動経験の有無による２群（経験群及

び非経験群と以下略記する.）における状態不安の

変動は，図２である．実技の授業前では，経験群の

平均が39.1（ＳＤ＝８．３），非経験群の平均が４０．９

（ＳＤ＝8.7）と非経験群がやや高い値を示してい

た．実技の授業の終わりには，いずれの群も低い

値に変化し，経験群の平均が35.8（ＳＤ＝７．７），

非経験群の平均が35.9（ＳＤ＝8.9）であった．こ

の授業の前と後の平均の差は，経験群は1％水準

講義

後前後前

設 問 選 択 肢 比率

運
動
経
験
に
つ
い
て

(1)これまで一年以上運動部等で活動した経験がありますか。

(2)日頃，この授業以外に何か運動をしていますか。

(3)これまで一年以上バレーボール部で活動した経験がありますか。

ある

ない

している

していない

不明・無回答

ある

ない

75.2

24.8

5０

４８

９

４
７
７

1６

８３

８
２

こ
の
授
業
に
対
す
る
内
容

(4)この授業は楽しいですか。

(5)この授業が友達作りに役立ちましたか。

(6)この授業がストレスの解消など精神面に役立ったと思いますか。

楽しい

どちらともいえない

たのしくない

不明・無回答

大いに役立った

役立った

どちらともいえない

あまり役立たなかった

全く役立たなかった

不明・無回答

大いに役立った

役立った

どちらともいえない

あまり役立たなかった

全く役立たなかった

不明・無回答

１
６
０
１

７
２

3６

５４

５
２
０
０
3５

４７

８
６
１
０

７
５
０
８
’
３
０
３
６
９
９
’
４
７
０
３
８
９
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後 前後
～色

１１１１

実 技講義

図２運動部経験群と非運動部経験群における実技と諦義（各前と後）の状態不安得点の平均

一運動部経験群（85名）

._．__非運動部経験群(28名）状
態
不
安
尺
度
得
点

久保

表２この授業に対する輔神面への効果についてアンケート結果による３つの群における実技と舗義(名前と後)の状感不安得点の平均と標準偏差

で，非経験群が５％水準でそれぞれ有意であった．

一方，講義形式の授業の際には，授業前では，経験

群の平均が39.0（ＳＤ＝8.4)，非経験群の平均が

41.2（ＳＤ＝7.9）であり，授業の終了時には，経験

群の平均が38.2（ＳＤ＝8.1)，非経験群の平均が

39.7（ＳＤ＝8.8）であった．講義形式の授業におけ

る前と後の平均の差は，実技の授業の場合と異なり

僅少で，いずれの群においても有意ではなかった，

（図２）．また経験群は,全般的に非経験群よりも低

い値を示している点が注目された．

アンケート調査で「この授業がストレスの解消な

ど精神面に役立ったと思いますか.」の質問に対し

て「大いに役立った」と「役立った」と答えた者を

合わせると83.1％（94名）と高い割合を占めている

が，「あまり役立たなかった」及び「全く役立たな

かった」と答えている学生も，少数ではあるがお

り，これは，指導する側として看過できない．そこ

で，「大いに役立った」と「役立った」と答えた学生

を肯定群，「どちらでもない」を中間群及び「あまり

役立たなかった」と「全く役立たなかった」と答え

た学生を否定群とし，各群の状態不安得点を承るこ

とにした．各群における状態不安尺度得点の平均と

標準偏差を表２に示す．肯定群において実技の授業

の際に１％水準で有意な状態不安の低減が認められ

た．他の２群においては，授業の前と後の間に有意

な差は認められなかった．

否定群は，肯定群と中間群に比べて標準偏差が大

きく個人差が大きい傾向が窺えるが，全般的に他の

２群より顕著に高い値を示し，実技の授業後と識義

形式の授業後において，肯定群との間でいずれも

１％水準で有意に高い値を示していた．否定群と中

間群との間では，平均値の差が大きいが，すべて有

意水準に達しなかった．これには，否定群の標準偏

差が大きいことが影響しているものと考えられる．

また否定群は実技の授業において，有意水準には達

しなかったけれども，授業後の方が前よりも高い値

に変化している点が注目された．このような傾向

は，アンケート調査の結果と対応しているともいえ

る．

群 人数 ％

実 技

前 後

Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ

講 義

前 後

Ｍ ＳＤ Ｍ Ｓ Ｄ

肯定群 9４ 83.1 39.5 8.2 34.2 7.7 38.1 ９．９ 37.1 9.9

中 間群 ９ ８．０ 37.3 6.1 39.1 8.6 37.6 9.7 36.8 9.2

否定群 ９ ８．０ 42.2 12.3 47.5 1６．４ 47.7 14.3 48.5 18.2
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Ⅳ考察

授業の前と後におけるＳTAIの状態不安尺度得点の

変動には，実技と講義との間で顕著な差異が認められ

た．実技の授業においては，明らかな状態不安の低減

が認められたのに対し，講義においては，そのような

傾向が明らかではなかった．性別及び運動部経験の有

無で見た場合にすべての群において類似した傾向が観

察されたことから，ここでの体育実技の授業おいて

は，全体的に状態不安が低減していることを確認する

ことができた．

アンケート調査の結果で，体育実技の授業について

ストレスの解消などの精神面の効果につて肯定的な回

答をしている学生が８割以上も占めていたこと，７割

以上の学生がこの授業が楽しいと受けとめ，否定的な

回答をした者がいない点およびほとんどの学生にとっ

て交友関係を持つよい機会になっていること等が明ら

かになった．さらにこれらの傾向は，授業以外に日頃

何らかの身体運動をしている学生の大部分にも認めら

れた．ここでの体育実技の授業における状態不安の低

減は，単に身体運動の効果だけではなく，スポーツの

楽しさや交友関係等の諸要因の効果が複合された結果

であると推測される．

状態不安の測定は，学期の中間時点で実施

しており，この１回の授業の効果，つま り

Bahrkeなど!〉2》の研究のような短期の効果だけでは

なく，この授業に対する感想等のアンケートの諸結果

から染て，これまで受講してきた体験による長期の効

果も含まれているものと推測される．

運動部経験群は非経験群よりも状態不安得点が相対

的に低い傾向を示していた．大学の男子のサッカー部

員とバレーボール部員を対象にＳＴＡIを実施した中島

ら'7》の結果では，サッカー部員が31.3（ＳＤ＝5.8)，

バレーボール部員が37.6（ＳＤ＝5.6）であり，一般の

大学生を対象（300名）にした清水らZo》の男子の結果

（42.03（ＳＤ＝9.28）よりも有意に低いと報告してい

る．また川合ら9)が男子大学バレーボール選手が

33.04（ＳＤ＝11.04）であったと報告している．この

ようにスポーツ選手は，低い状態不安を示す傾向があ

り，このことが運動部経験群は非経験群よりも状態不

安得点が相対的に低い傾向を示した要因になっている

のではないかと推測される．さらにここでの対象者の

75.2％が運動部経験者で占められていることも，一般

の大学生を対象とした清水らの結果よりも全般的に低

い値になっていることと関連している可能性も考えら

れる．この点については，今後更に検討を試桑るつも

りである．

少数ではあるが，高い値の状態不安を示し，しかも

体育実技の授業において低減がみられず，逆に増大す

る傾向を示す学生もいた．これらの学生は，ここでの

体育実技の授業についてストレスの解消などの精神面

の効果につて否定的に認識していた．このような学生

がおることに気づかずにいたことに対して，授業担当

者として反省しなければならない．体育実技の授業を

指導する際には，このような点に十分な配噸がなされ

なければならない．

Ｖ今後の課題

今回は，紙面が限られているので，授業における運

動量や学生の日常生活における運動量などについては

触れなかった．体育実技の授業において複合された効

果であるにしる状態不安の低減が認められたことか

ら，今回は触れなかった運動量の要因やスポーツ技術

の水準などの要因を加えて，更に詳細な検討を試承る

ことにする．また体育授業において状態不安の増大傾

向を示す学生については，性格の要因も含めて検討を

加える必要がある．同時にこのような学生に対する指

導に関する実践的研究も試ゑる．

Ⅵ要約

従来の研究において身体運動による状態不安の低減

が明らかにされていることから，大学における一般学

生を対象とする体育実技の授業場面において，状態不

安の変動の観察を試染た．対象は，大学生１１３名で

あった．調査には，ＳTAIの清水らによる日本語版と

ここでの体育実技の授業に対する感想と運動経験等に

関するアンケートを用いた．状態不安の測定は，実技

と講義形式のそれぞれの授業においてその前と後で実

施された．

得られた主な結果は，以下の通りである。

１．実技の授業において顕著な状態不安の低減が認め

られた．識義形式の授業においては，状態不安の低

減が認められなかった．

２．ここでの体育実技に対するアンケートの結果で

は，大部分の受講学生がストレスの解消などの精神

面の効果について肯定的な回答をし，この授業が楽

しく，交友関係を持つよい機会であると回答してい

た．

３．実技の授業における状態不安の低減は，単に身体

運動だけによるものではなく，２で述べた諸要因等

による効果が襖合された結果ではないかと推測され
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た．

４．また２の結果から，実技の授業における状態不安

の低減には，短期間の身体運動の効果だけではな

く，これまで受講してきた体験による長期の効果も

含まれているものと推測された．

５．運動部経験群が非運動部経験群よりも全般的に低

い状態不安を示す傾向が認められた．スポーツ選手

を対象にしたこれまでの報告された結果と対応して

いた．

6．少数の学生ではあるが，高い値の状態不安得点を

示し，実技の授業において低減が見られず，逆に期

大する傾向を示す学生もいた．指導する際にこのよ

うな学生に十分な配感の必要性が指摘された．

７．今後の研究の課題について検討されたれた．

本報告は‘平成６年度愛媛大学教養部自己点検・評価報告書一教

養部の授業-13)に報告した資料の一部について．より詳細に分析

と考察を試染たものである。
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